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1.はじめに 

現在，コンクリートの施工性能照査・検査方法はスランプ試験のみで評価されているが，同一スランプ値でも

施工性能の異なることが報告 1)されており，配合照査の段階で施工性能を定量的に評価できる手法が必要である．

そこで本研究では，既存の試験装置と振動機を用いて行う加振ボックス充てん試験を提案し，それらに対して試

験条件の詳細な検討を行った． 

2.実験概要 

2.1 配合 

本研究の配合条件は，市内生コン工場で使用されている一般的

な目標スランプ：8±1.0cm，目標空気量：4.5±1.0%の配合を基準配

合とした．図-1 の打込みのスランプと単位セメント量の関係図 2)

より振動締固め性を確保するために必要となる単位セメント量の

上限値と下限値の目安を参考とし，基準配合に対して単位セメン

ト量を 50kg/m3 増減させた配合の 3 水準に設定した．間隙通過性

を評価するため単位粗骨材量を一定で行った．また，基準配合の

単位水量，水セメント比を一定として，細骨材率を 40%，43%，

45%，50%の 4 水準で評価を行った．コンクリートの配合を表-1

に示す． 

2.2 試験項目及び試験方法 

フレッシュ性状試験は，スランプ試験を JIS A 1101，空気量試験を JIS A 

1128 に準拠して行った．各目標値を満たしたコンクリートに対して加振

ボックス充てん試験とタンピング試験 3)を同時に実施した．加振ボックス

充てん試験は，高流動コンクリ－ト充てん装置を用いた間隙通過試験方

法（案）(JSCE-F511)のボックス形容器（以降，ボックスと称す）と棒状

内部振動機（以降，振動機と称す）を用いた試験として，次の手順で行

った．図-2 に示す試験装置の A 室に試料をつめた後，振動機で加振を行

い，加振を開始した直後から B 室遇角部の試料高さが 190mm と 300mm

に達した時間を測る．その後 A 室下部，B 室上部の試料を採取し，粗骨

材量を測定し，粗骨材量変化率を算出した．本研究では，仕切りゲート

部に設置する流動障害（以降，障害と称す）は，障害 R2（D13 鉄筋を 3

本配置した障害）と R1（D10 鉄筋を 5 本配置した障害）の 2 水準で検討した．また，振動機の振動条件については，

適切な周波数を確認するため，通常の周波数である 280Hz と周波数を 1/2 に下げた 140Hz で行った．  

3 結果及び考察 

図-3 に各配合（配合 No.1～No.3）のタンピング試験結果を示す．同じタンピング回数でスランプフロー変形量 
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図-1 打込みのスランプと単位セメント量の関係 2)
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図-2 試験装置および試験方法の概略
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表-1 コンクリート配合一覧 

柱部材
有効換算鋼材量
700kg/m3未満

締固め作業高さ
3m未満

鋼材の最小あき
50mm以上

AE減水剤
(C×%)
AE剤

(C×%)
W/C s/a W C S G Ad

1 基準配合 55 45 309 798
C×0.1500
C×0.0041 8.5 4.5

2 基準配合-50 66 46 259 839
C×0.1500

C×0.0041 7.0 4.5

3 基準配合+50 47 43 359 756
C×0.2000

C×0.0041 7.5 4..5

4 基準配合(40) 40 709 1096
C×0.1000
C×0.0041 8.5 5.0

5 基準配合(43) 43 762 1041
C×0.2000

C×0.0041 9.0 4.0

6 基準配合(45) 45 798 1005
C×0.3000

C×0.0041 7.5 4.0

7 基準配合(50) 50 886 914
C×0.3500

C×0.0041 8.0 5.0

配合No.
目標スランプ

(cm)
配合種類

水セメント比
(%)

細骨材率
(%)

スランプ
(cm)

空気量
(%)

8cm±1.0 170 1005

8cm±1.0 55 170 309

単位量(kg/m3)
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を比較すると基準配合（配合 No.1）と単位セメント量の少ない配合

（配合 No.2）は同程度の変形量を示したが，単位セメント量の多い

配合（配合 No.3）は極端に小さくなることから，タンピング試験で

は，粘性の高いコンクリートを検出できると考えられる． 

図-4 に各配合（配合 No.1～No.3）に対して加振ボックス充てん試

験を 5 回行った結果と各配合の間隙通過速度の平均値を示す．平均値

を比較すると配合 No：1 の間隙通過速度に対して，配合 No：2 は約

半分まで遅くなり，配合 No：3 は同程度またはやや速くなった．加

振ボックス充てん試験では，タンピング試験で明らかにできない単位

セメント量の少ない配合の特性を間隙通過速度で検出できる．また，

これらの詳細について，試験条件による検討を行った結果を図-5 か

ら図-7 に示す．  

図-5 に流動障害の違いによる間隙通過速度と総粗骨材量変化率の

関係を示す．障害 R2 は，基準配合に対して，単位セメント量の多い

配合の基準配合+50 は間隙通過性や材料分離抵抗性は向上し，単位セ

メント量の少ない配合の基準配合-50 は低下する傾向を示した．障害

R1 については基準配合と基準配合-50 の間隙通過速度と総粗骨材変

化率は同程度を示し，配合間の違いが見られにくい．目標スランプ

8cm 程度のコンクリートは障害 R2 の方が配合間の差を明確に評価で

きる． 

図-6 に振動条件の違いによる間隙通過速度と総粗骨材量変化率の

関係を示す．振動条件で比較をすると，周波数を 140Hz にした場合，

300mm 到達時間が長くなり間隙通過速度が遅くなった．また，基準

配合と基準配合-50 の総粗骨材量変化率の差はみられなかった．これ

は高流動コンクリートに使用する試験装置のため，普通コンクリート

を B 室上部まで流動させ配合間の差を明確にするためには通常の

280Hz 程度の振動が必要であると考えられる．  

図-7 細骨材率と加振ボックス充てん試験結果の関係を示す．細骨

材率を増加させると間隙通過速度が速くなり，総粗骨材量変化率は小

さくなる傾向を示したが，細骨材率 50％では材料分離抵抗性を評価

することが困難であった．流動障害 R2 の鉄筋障害間隔と細骨材率を

考慮した場合，細骨材率は 40％から 45％程度の範囲で評価が可能で

ある．  

4.まとめ 

本研究では，加振ボックス充てん試験の流動障害の違いや振動条件

の違いなどの試験条件と細骨材率の範囲について詳細な検討を行い，

単位セメント量の少ない配合などの配合条件の違いを判定可能であ

ることを示した． 
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図-7 加振ボックス充てん試験結果 その 3
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図-5 加振ボックス充てん試験結果 その 1 

図-6 加振ボックス充てん試験結果 その 2 
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図-4 各配合と間隙通過速度の関係 

図-3 各配合とタンピング試験の関係 
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